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ＵＶインデックス放射照度計

■測定器本体のテクニカルデータ

測定範囲
０～１６ＵＶインデックス（ＬＰＵＶＩ０２ＡＶ）
０～２０ＵＶインデックス（ＬＰＵＶＩ０２.１ＡＶ）

視野角 ２πｓｒ

スペクトル範囲
ＵＶ加重カーブによる
ＩＳＯ/ＣＩＥ１７１６６：２０１９

スペクトルエラー ＜|±２０|％

応答時間 ＜０.５秒（９５％）

ゼロオフセット（暗闇） ＜|±１|ｍＶ

出力 ０～１、０～５、０～１０Ｖ（機種による）

出力インピーダンス ＜１ｋΩ

電源供給 ＤＣ８～３０Ｖ（０～１０Ｖ出力時のみＤＣ１５～３０Ｖ）

動作温度 -４０～＋８０℃

余弦則応答
＜５％（～７０°）
＜８％（７０～８０°）

長期非安定性（１年） ＜|±３|％

非直線性 ＜|±１|％

温度応答 ＜０.１％/℃

重量 約０.９ｋｇ

保護等級 ＩＰ６７

■外形寸法

▼ＵＶＩ放射照度計、水準器、遮蔽ディスク、校正成績書標準付属

▼ＵＶインデックス測定に対するＷＭＯ要求に完全準拠

▼選択可能な出力と２種類の測定範囲による高いフレキシビリティ

▼様々な環境下での使用に耐えるメカ設計と低メンテナンス性

▼単独測定または総合太陽放射測定システムの構成品として

ＵＶＩ放射照度計ＬＰＵＶＩ０２は、ＷＭＯのＵＶインデックス測定要件に

基づき、平面に入射する有効総放射を測定します。全天放射照度量は、

直達放射照度量と散乱放射照度量の合計です。直達要素が散乱要素

を上回る可視光帯域とは異なり、紫外線のスペクトル領域では、光は大

気中で強く拡散され、ふたつの要素は同等となります。従って、これら両

方の要素を正確に測定することが最も重要となります。

放射照度計は以下のバージョンがラインアップされています：

範囲０～１６ＵＶインデックス

・ＬＰＵＶＩ０２ＡＶ：	 	 ０～１０Ｖ電圧出力

・ＬＰＵＶＩ０２ＡＶ１：	 	 ０～１Ｖ電圧出力

・ＬＰＵＶＩ０２ＡＶ５：	 	 ０～５Ｖ電圧出力

範囲０～２０ＵＶインデックス

・ＬＰＵＶＩ０２.１ＡＶ：	 	 ０～１０Ｖ電圧出力

・ＬＰＵＶＩ０２.１ＡＶ１：	 ０～１Ｖ電圧出力

・ＬＰＵＶＩ０２.１ＡＶ５：	 ０～５Ｖ電圧出力

ＬＰＵＶＩ０２.１はＵＶインデックス測定範囲が２０であり、赤道付近や高山

などＵＶインデックスが１１を超える時間が長い場所での紫外線測定に

適しています。

放射照度計は、メンテナンスなしで長期間動作するように製造されてい

ます（電源が正しく供給されている場合）。この特性は、気象観測所での

使用に適しています。

放射照度計には、遮蔽ディスク、シリカゲルカートリッジ、予備小袋２個、気泡水

準器、Ｍ１２コネクタ、校正成績書が付属します。

■ご注文コード

アクセサリ：
ＣＰＭ１２ＡＡ４.□ ４極ケーブル、片側切放し４極Ｍ１２コネクタ付、

長さは５ｍまたは１０ｍ
ＬＰＳ１ 固定用ブラケットのみ、直径４０～５０ｍｍのマストに対応、

水平または垂直マストへの取付け
ＬＰＳＰ１ 予備遮蔽ディスク
ＬＰＳＧ 乾燥剤シリカゲル結晶入り予備カートリッジ、Ｏリング、

キャップ付
ＬＰＧ 予備シリカゲル結晶５袋パック
ＬＰＳ６ 放射照度計取付け用キット：７５０ｍｍマスト、ベース取付

け、目盛付支持プレート、放射照度計用ブラケット
ＬＰＲＩＮＧ０２ 気泡水準器および傾斜位置取付け用調整ホルダー付

ベース

出力：
ＡＶ ＝０～１０Ｖ
ＡＶ１＝０～１Ｖ
ＡＶ５＝０～５Ｖ

測定範囲：
記号なし＝０～１６ＵＶインデックス
.１ ＝０～２０ＵＶインデックス

ＬＰＵＶＩ０２

ＤＣ０～１/０～５/０～１０Ｖ出力 LPUVI02AV
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余弦則応答エラー
ｆ２＜３.５％

ＵＶインデックス

弱い 中程度 強い 非常に強い 極端に強い

日中の外出は控えましょう！
日陰を利用しましょう！
シャツ、日焼け止め、
帽子が必須です！

日中は日陰を利用しましょう！
シャツ、日焼け止め、

帽子を利用しましょう！

安全に戸外で
過ごせます！

万全の対策が必要です対策が必要です対策は不要です

Ｆｉｇ.１.１　プローブＬＰＵＶＩ０２スペクトル応答

Ｆｉｇ.１.２　余弦則応答エラー

ＬＰＵＶＩ０２はスペクトル応答がＵＶ加重カーブ（ＣＩＥ、紅斑作用カーブ）に適合した固

体センサをベースにしています。Ｆｉｇ.１.１は、ＬＰＵＶＩ０２のスペクトル応答とＵＶアクショ

ンカーブの比較を示しています。

風雨などからセンサを確実に保護するため、放射照度計はクオーツドームを備えていま

す。

優れた紫外線散乱特性と透過性を持ち合わせた素材を使用することで、余弦則応答

を実現しています。Ｆｉｇ.１.２に理論値と実測値の偏差を示します。

ＬＰＵＶＩ０２の応答は余弦則応答（エラーｆ２＜３.５％）と優れた一致性を示すため、太陽

高度が低い場合でも、放射照度計を使用することができます（太陽紫外線の散乱要素

は太陽が天頂から離れるにつれて増加するので、余弦則に従わない応答による直達

要素の誤差は、総放射測定では無視できる程度になります）。

■動作原理

ＵＶインデックス

紫外線暴露カテゴリーおよび関連する注意事項

ヨーロッパでのＵＶインデックス例（７/２９/２０２２時点）

地中海沿岸では８から１０の指数が一般的です。太陽指数予報は、１日の最

大値を指します。

参照：www.weatheronline.co.uk

177SAKAKI CORPORATION


